
人文論叢 (三 重大学) 第2 4 号 2 0 0 7

近年 の ドイ ツ にお ける コ ミ ッ ク論 (2)

大河内 朋 子

ドイ ツ に おける コ ミ ッ ク研究に おい て は､ コ ミ ッ ク の 定義を巡る美学的論考と並んで ､ コ ミ ッ

ク の歴史に関する研究が ､ もう
一 つ の 重要な研究テ

ー

マ に な っ て い る｡ 歴史的研究は､ 美学的

研究よりも遅れ て ､ 8 0 年代半ば噴か ら始ま っ て い るが ､ こ の研究分野に 関して は現在に お い

て も残念ながら基礎的な文献と呼 べ るもの の数は そ れ ほ ど多くない ｡ た だ し､
一

言補足す れば､

2 0 0 4 年 12 月 に ､
"

D e u ts c h e C o m i cf o rs c h u n g
" 1

と い う年報が創刊さ れ て ､ 主 とし て 194 5 年 ま で の

コ ミ ッ ク史を扱 っ た論文が定期的に発表されるよう にな っ た｡ そ れ に よ っ て ､ 歴史的研究の基

礎文献が次第に補われ始め て い る ｡

本論 に お い て は､ ドイ ツ に おける コ ミ ッ ク メ デ ィ ア の 歴史を扱 っ た文献の 中から､ 主要な 4

点を取り上 げた い ｡

1 ･ K n i g g e , A n d r e a s C ･ : F o r t s e t z u n
g f o lg t . C o m i c K u l t u r i n L k u t s c h l a n d ･ M i t

e i n e m B e i t r a g ti b e r d i e C o m i c s i n d e r D D R v o n G e r d L e t t k e m a n n .

1 F r a n k f u r t a . M ./ B e r li n : U l l s t e i n 1 9 8 6 . 3 99 S .

著者 の K n i g g e は ､ 1 9 8 3 年 か ら 199 8 年ま で の 1 6 年間 コ ミ ッ ク 出版社 c a rl s e n の 主任編集者

を務め ､ 種 々 の コ ミ ッ ク専門誌を発行す るな ど､ 非常 に精力的な活動を展開して きた人物で あ

り､ 長年 にわた っ て ドイ ツ コ ミ ッ ク シ
ー

ン形成 の
一

翼 を担 っ て き た｡ 数年前に は､ コ ミ ッ ク の

歴史を発生から日本の マ ンガ に至るま で詳述した大著
"

All e s ilb e r C o m i c s . E i n e E n td e ck u n g ∫r ei s e D o n

d e n H bh l e n bil d e r n bi s z u m M a n g a
''

( 2 0 0 4 年) と ､ コ ミ ッ ク史上最重要な 50 名の 作家と そ の 代表

作を取り上げた
"

5 0 K l a s 5ik e r - C o m i c s . V o n L
iy O n el F ei n i n g e r bi s A rt Sp i eg el m a n

''

(2 0 0 4 年) の 2 冊

を相次い で発表 して い る｡ こ れ らが国を問わず コ ミ ッ ク世界全体を扱 っ て い る の に対して ､ 本

書 の対象は､ 東西両 ドイ ツ の コ ミ ッ ク だけ に限定され て い る｡
'

2

こ の 意味で本書は､ これ ら近年

の大作に対す る先行研究と位置付けられる｡ ま た研究史の 中で も､ ドイ ツ コ ミ ッ ク に関す る最

初の通史的研究と評価され ､ 発表後 20 年を経た今もなお基礎文献で あると見なされ て い る ｡

さ て
､
K n i g g e が本書を執筆した動機の

一

つ は
､
ドイ ツ が ｢ コ ミ ッ ク と絵物語を創作して い

る国 々 が示され て い る地図の 上 の 白 い しみ｣
3

で は なか っ た こ とを証明して ､
ドイ ツ の 名誉回

復を図る こと に あ っ た｡ そ の ため に K n ig g e は ､ ドイ ツ に お ける絵物語の歴史の始まりを遠く

1 6 世紀の 大道芸人や 1 5 世紀 の
一

枚絵 にま で さか の ぽり､ 伝統 の長さを強調 して みせ て い る ｡

そ し て それ以上 に力説し て い る の が ､

"

Fli eg e n d e B la tte r
"

や
"

Si m pli ci ssi m u s
"

な どの風刺新聞の 隆

盛と
､
そ れ が ア メ リカ で の コ ミ ッ ク の 成立 に与えた影響力の 大きさ であ る｡ ドイ ツ の 風刺新聞

は 1 9 世紀後半､ と りわ け世紀転換期に最盛期を迎え ､
そ こ に は同

一

人物 の登場す る絵物語が

連載され て い た｡ こ れ ら の風刺新聞は､ ドイ ツ系移民の 住む ア メ リカ の 都会でも広く読まれた

し
､ 絵物語は英訳され て ア メ リカ の新聞に転載され て もい た｡ こ れ ら の事実か ら K n i g g e は ､

ドイ ツ の文化的伝統が大西洋を越えて 影響力を保持し､ ア メ リカ で 成立する こと に なる コ ミ ッ
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ク の 文化的水源の
一 つ だ っ た こ とを主張して い る ｡ こ う した考察を含む ｢ ドイ ツ絵物語の伝統

の 考古学に つ い て｣ と題された第1 章はきわめ て啓蒙的で あり､ K n ig g e の 意図どおり に ､
ユ

ー

モ ア 芸術 の歴史に お ける ドイ ツ文化の先進性と伝統の長さ に つ い て 納得さ せ てくれる｡

本書 に おけるもう
一 つ の 重点は､ ドイ ツ コ ミ ッ ク史の影 の 側面､ す な わち第二次大戦中の衰

退と敗戦後の 出遅れ ､ そ して そ こ から の 未回復状態を指摘する こ と に ある ｡ K n ig g e は遅滞 の

原因の
一

端 を､ ｢ あ ら ゆる形式の 娯楽文化に 対する ドイ ツ 人の 屈折した関係｣
ヰ

に 求め て い る｡

つ ま り コ ミ ッ ク と い う ア メ リカ で の通俗的な発明品に 対して ､ ドイ ツ で は潜在的な嫌悪感があ

る と い う こ とな の だが ､
そ の 好例として ､ 5 0 年代の 反 コ ミ ッ ク キ ャ ン ペ

ー

ン が挙げ られ て い

る ｡ 当時 コ ミ ッ ク は､ 暴力的な場面描写の みを目的に した反社会的メ デ ィ ア と見なされ て ､ 社

会的な制裁を受けた の だが ､
5

コ ミ ッ ク に対する同様の偏見や過小評価は､ 本書出版時に はもち

ろん ､ 現在 で も払拭され て い るとは言い がた いだ ろう ｡ K n ig g e は ､ コ ミ ッ ク と い う ジ ャ ン ル

全体に対す る蔑視の姿勢を非難する こと に よ っ て ､ そ して 何よりも ドイ ツ コ ミ ッ ク の歴史を叙

述す る こと自体に よ っ て ､ ドイ ツ が コ ミ ッ ク の ｢ 発展途上国｣
6
の 状態か ら脱却する こ とを切

に 願 っ て い るよう に思える｡

本書 に は､ 作家や出版者との イ ンタ ビ ュ ー や 先行文献か らの 引用も多く､ 資料的な価値が高

い こ とを付言して おきた い ｡

2 ･ D o l l e - W e i n k a u f f
,
B e r n d : C o m i c s . G e s c h l

'

c h t e e t
'

n e r p o p u l a r e n L it e r a t u rf o r m

i n L k u t s c h l a n d s e i t 1 9 45 . E r a r b e i t e t u n t e r M i t w i r k u n g v o n K l a u s D o d e r e r , e t

a l ･ M i t 2 6 3 A b b il d u n g e n .

I W e i n h e i m / B a s e l : B e l t z 1 9 9 0 . 3 9 1 S .

こ れ は敗戦直後か ら 1 99 0 年 ま で の コ ミ ッ クを通史的に記述した著作で あり ､ 歴史的研究の

最も基本的な文献で あると､ 広く認められ て い る｡

著者 の D o ll e - W e i n k a u ff は ､ コ ミ ッ クの定義から説き起 こして い るが､ 彼の 定義は､ 当時
一

般 に

受け入れられて い た理解の仕方 (絵本､ 絵物語､ ア ニ メ を含みうる幅広い定義) を厳密化する こと

で
､
コ ミ ッ ク とい うきわめて 現代的な ｢ ダイナ ミ ッ ク で表現力豊かな｣

フ

ジ ャ ン ルをより限定する方

向性を打ち出して いる｡ すな わち､ 1) 言語的な記号体系と図像的な記号体系が同時に 出現し､ 絵

が吹き出し ･ 語り ･ 擬態語 ･ 擬声語の形を取 っ た文字テ キス トと
一

貫 して統合され て い る こ と､ 2)

連続するパ ネル( コ マ) から筋が生まれる こと､ の 2 点が コ ミ ッ クの必須条件となる｡
8
この 定義 によ っ

て ､ W il h el m B u s c h に 代表される 1 9 世紀ドイ ツの 絵物語 ( Bil d e r g e s c hi c h t e) や 風刺新聞の
一

枚

絵 ( Bil d e r b o g e n ) ､ あるい は E . 0 . P l a u e n
"

V a te r u n d S o h n
"

の よう に科白のな い ｢ コ ミ ッ ク｣ は､

絵 とテ キス トが明確に分離して いる､ あるい は文字テキ ストが存在しな いという理由で ､ コ ミ ッ ク と

は認められなくなる ｡ ｢ 文学形式 ( Li t e r a t u r fo r m )｣ と い う本書の 表題が示して い るよう に ､

D oll e - W e i n k a u fT は文字テキ ス トの存在を コ ミ ッ クの 成立要件として重視し､ コ ミ ッ ク が文学作品

(Li t e r a t u r < 1itt e r a ｢ 文字｣) の
一

種として文字通り ｢読まれる｣ べ きもの だと考え て い る｡ この 定

義に従 っ て ､ ドイ ツ に おける コ ミ ッ クの歴史は､ ｢ 第 二次大戦後に始まる｣
9

と断言される ことになる｡

この 定義は､ S c o tt M c C l o u d ( 1 9 9 3)
10

な どの定義と同様に ､ 現在で は
一

般 に容認され て い る捉え

方であると思われるが､ 絵物語や
一

枚絵の豊かな伝統を保持して いるドイ ツ で の発言として見た場

合､ コ ミ ッ クを ｢ 世紀末に アメリカで成立 した､ 絵物語の歴史的
一

変種｣
11

と限定する こと によ っ

て ､ 結果的に ドイ ツ に おける コ ミ ッ ク文化の後発性を容認 し､ 19 世紀以来の伝統との断絶や､ ひ
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い て は新旧 2 タイプの絵物語の対立 に こ そ ､ 戦後ドイ ツ コ ミ ッ ク史 の本質的特徴を認める こと にな

る｡

さ て
､ 敗戦後に始まるとされた コ ミ ッ ク の歴史で あるが､ D oll e - W ei n k a u f f は ､ 読者 に よる受

容や作家間の直接的な影響関係の歴史で はなく､ 創作する側の歴史 (作品や作家の歴史､ 制作

環境の 通史) として 記述して い る｡ そ の際 に 3 つ の研究目的が設定され て い る｡ す な わち､ 1)

主要な コ ミ ッ ク ジ ャ ンル と コ ミ ッ ク シ リ
ー ズ､ 代表的な作品や作家を確定する こと ( そ の ため の

基準は､ 発行部数､ ジ ャ ン ル史上 の影響力や革新性､ 社会文化的な影響力である) ､ 2) ドイ ツ

コ ミ ッ ク史 の時代区分を試みる こと ( 区切りとして利用された要素は､ 新 しい主人公や新しいタ

イプの物語の登場､ ある い は ｢ 低俗文学｣ 排斥の ような社会的事件などである) ､ 3) 確定され た

重要な コ ミ ッ ク作品や シリ
ー ズを､ 社会意識や時代精神とも関連付けながら分析する こと､ で あ

る｡
Ⅰ2

興味深い 点は､ 著者が作品内在的な研究を志向して い る の で はなくて ､ そ の 時 々 に支配的な

社会的意識や時代精神 つ まり政治的 ･ 社会的環境と コ ミ ッ ク と の 関係に 注目し､ コ ミ ッ ク を､

そ れ ぞ れ の 時代の 社会文化的な気分を明示して い るイ ンジケ 一 夕 - と して 捕らえ て い る点で あ

る｡ 例 えば ､

"

T a r z a n
"

､

"

P h a n t o m
"

､

` '

A k i m
"

､

"

P ri n z E i s e n h e r z
"

､

"

S ig u rd
"

の よう な 19 5 0 年代か

ら 1 96 0 年代初め にか け て人気を博した コ ミ ッ ク に お い て は､ 舞台が ジ ャ ン グ ル や ア メ リカ西

部の荒野ある い は中世とい っ た非日常的で ､ 文化史的に見ると過去に逆戻りした時空間に設定

され て い て
､
そ の 舞台上 で筋肉隆 々 たる若者が主人公として 活躍し て い る｡ 著者は こう した設

定や筋書きを解釈 して ､ ドイ ツ の 奇跡の経済復興の 陰で 自己喪失感に悩む戦後世代の若者た ち

が ､ 非常に 単純で葛藤の な い世界 へ と現実逃避 した こ とを反映して い る と述 べ て い る｡
1 3

1 9 6 0

年代半ば に なる と､ レ ー サ ー (
`

M i ch cI V ail a n t
"

) や ジ ェ ッ トパ イ ロ ッ ト (
"

D a n C o op e r
"

) ､ と り

わ け
"

S up e r m a n
"

の よ う な実際的で未来志向の主人公が人気を得たが ､
こ れ は ドイ ツ社会が科

学技術の進歩を信奉 した ことを表して い て ､ 後年に な っ て こ の 技術信奉が揺らぎ始めたとき に ､

自己懐疑に陥る新 しい タイ プの 主人公 ( 例えば
"

Spi d e r M a n
"

) が 現れ ると解釈され て い る｡ 著

者 は､ 販売され た当時の社会的文脈の 中 へ コ ミ ッ ク作品を置い て 見る こ と に よ っ て ､ 社会学的

な研究領域に踏み込み つ つ ( 分量的に は少な い とは い え) 論述 して い るが､ こ う した関心 の持

ち方は､ コ ミ ッ ク研究を文学論や芸術論に限定しな い方向性を打ち出したと い う意味で大い に

評価され て 良い だ ろう ｡
14

著者が重視して い るもう
一

つ の 点は
､ 外国 コ ミ ッ ク との 相互関係の 問題で ある｡ ドイ ツ で は､

フ ァ シ ズ ム の 時代は言う に及ばず ､ 戦後 にな っ て も伝統的な絵物語を支持す る力が強く､ コ ミ ッ

ク はまず も っ て 外国語か ら の翻訳と いう形で 輸入され ､
現在 に 至 っ て も コ ミ ッ ク 出版物の大部

分は翻訳書が占めて い る｡ 著者は､ 翻訳された コ ミ ッ ク が ドイ ツ コ ミ ッ ク史 に と っ て ｢ 根本的

な意味を持 つ｣
1 5

と考え て ､ 翻訳作品を ドイ ツ人作家に よる作品と区別する こ となく等しく考

察対象に なし､ 翻訳作品が戦後 コ ミ ッ ク史の 中で果たした役割に 対して ､ 歴史的な評価を下 し

て い る｡ 例 えば ､ 1 9 5 0 年代前半に ようやく コ ミ ッ ク は新 し い物語形式と して
一

般 に認知され

始めるが ､ そ れ に対する最大の 功労者は､
"

M i c 砂 M a u s
"

と
"

T a r z a n
"

と い う 2 つ の ア メ T) カ ン

コ ミ ッ ク掲載誌で あ っ た ､ と説かれ て い る｡ こ の 2 誌の 成功に よ っ て ､
ドイ ツ の読者は コ ミ ッ

ク とい う新形式の絵物語 に対する根強い違和感を徐 々 に取り除き､ コ ミ ッ ク の 社会的認知が進

む こ と にな っ た｡ 同時 に こ の 2 誌 は､ ユ
ー

モ ア コ ミ ッ ク と冒険 コ ミ ッ ク と い う 2 つ の コ ミ ッ ク

ジ ャ ン ル の 代表作品 (元型) を連載 して い て ､ ドイ ツ に新し い ジ ャ ン ルを持ち込ん だ｡ こ う し
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た理 由か ら判断して ､ D oll e- W ei n k a u f = ま ､ こ の 2 誌 に よ っ て コ ミ ッ ク ブ
ー ム が巻き起こ っ た

1 95 3 年 に 歴史的な区切りを入 れ て い る｡
Ⅰ6

同様 に ､ 1 9 6 0 年代後半か ら世代を超えて 読み つ がれ

た
"

A s te ri x
' '

や
` '

P e a n u ts
"

も ､ コ ミ ッ ク へ の抵抗感を相当減少させた点で ､ エ ポ ッ ク メ
ー キ ン

グ な作品で あると見なされ て い る｡

こ の よう に本書は､ 十分な根拠に基づ い て ､ 戦後ドイ ツ の コ ミ ッ ク史を整理して い る｡ 巻末

に詳細な文献表と専門語嚢の説明が付い て い る点もありがた い ｡

3 ･ L e t t k e - a n n
,
G e r d ; M i c h a e l F . S c h o l 21:

"

S c h u l d ig i s t s c h li eβli c h j e d b r ･ ･ ･ ゐ r

C o - i c s b e s i t z ち v e r b r e it e t o & r n i c h t e i n z i e h e n l aβt
"

･ C o - t
'

c s i n d b r D D R - D i e

G e s c h i c h t e e i n e s u n
g
e li e b t e n M e d i u n w (1 9 4 5 / 4 9 - 1 9 9 0) . - B e r l i n : M O S A I K

S t e i n c h e n fti r S t e i n c h e n 1 9 9 4 . 1 1 1 S .

本書は ､ 同名 の 巡回展覧会に 合わせ て 出版された東独 コ ミ ッ ク の 通史で ある ｡ 多数の 図版

( コ ミ ッ ク作品か らの 引用や コ ミ ッ ク雑誌の 表紙 ､
コ ミ ッ ク作者や編集者の ポ ー ト レ ー ト､ 新

聞の紙面な ど) を含み ､ 展覧会の 図録の役割も果た して い ると思われ る｡ 著者の L e tt k e m a n n

と S c h ol z は ､ そ う した多数の 資料を時間軸 に添 っ て 配置し､ 各時期 にお ける作品の 制作条件

や流通形態な どに つ い て の 説明を織り交ぜ なが ら､ 漏れ の な い よう に で きるだけ多数の 作者と

作品を紹介して いる ｡ コ ミ ッ ク雑誌に関して は､ 東独で は数少ない雑誌が非常に長期間に わた っ

て発行された の で ､ 同
一

の 雑誌が本書の時代区分に従 っ て 分断され て複数の箇所で論 じられ て

い るが
､
そ の結果､ 各雑誌の 推移を再統

一 す る作業は読者に委ね られる こと に なる｡ モ ノ グ ラ

フ ィ
ー

の 体裁を取る方が読者に は親切だ っ た の で はな い だ ろうか ｡

さ て
､ 東独 の コ ミ ッ ク史 に関する最大の 問題点は､ や はり政治 (青少年向け出版物に対する

監視機関と して機能した S E D ｢ ドイ ツ社会主義統
一

党｣ /F DJ ｢ 自由 ドイ ツ青年同盟｣) と コ ミ ッ

ク の関係で あり､ 本書 で も必要に応じて解説され て い る ｡ 著者 に よると､ 東独で は コ ミ ッ ク に

限らず青少年向けの 図書に は､ ｢ 子 どもた ちが社会主義的な世界観を持 つ よう に教育する｣ と

い う
一

般的な到達目標が掲げられ､ 次 の ような教育課題が設定され て い た｡ 例えば ､ ｢ 子 ども

たちが労働者階級に 関する事柄や労働者階級の党とし っ か りした内面的な結び つ き を持 つ よう

に陶冶す る こ と｣ ､ ｢ プ ロ レタ リ ア - トの 国際主義という意味に お い て 行動する こ とを学ばせ る

こ と｣ ､ ｢ 社会主義的な集団意識を持 つ よう に教育す る こ と｣ な ど で ある｡
1 7

s E D / F D J は ､ 出版

物をとおし て青少年に 階級意識を持たせ､ 社会主義体制を敷く諸国家との 国際的な友好や連帯

意識が衛暮される ことを目指したの で あ っ た｡

と こ ろ で 政治と コ ミ ッ ク の 関係は､ 1) 東独 で制作される コ ミ ッ ク の 内容や絵に 対す る政治

的な制限､ 2) コ ミ ッ ク の 出版や販売な どの 経済的側面に対す る政治的な介入､ 3) 西側の コ ミ ッ

ク に対す る政治的な措置､ 4) コ ミ ッ ク フ ァ ンク ラ ブの 結成と運営に対す る政治的な妨害､ 5)

一

般 の読者に よる受容と社会的影響力､ な どの テ ー マ に 区分す る こ とが で きるだろう｡ 本書は

こ れら の 問題点す べ て に言及 して い るが､ とりわ け､ 1) コ ミ ッ ク の 物語内容 に対し て どの よ

う な政治的圧力がかか っ た か と いう点に ､ す な わち､ 社会主義体制内で表現の 自由がい か に 保

証され なか っ た かと い う点に ､ 論述の 力点を置い て い る｡ 本書が挙げ て い る事例の うち最も興

味深い の は､ コ ミ ッ ク雑誌
"

M o s aik
" 1 8

に 関 して
､

"

D ig e d a g s
"

の 作者 H a n n e s H e g e n ( 1 9 2 5 年
- )

が出版社の検閲官に対して 行 っ た抵抗の歴史で あろう｡ 例えば
､
ロ ー

マ 帝国を舞台に した シリ
ー

ー 20 8 -
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ズ に お い て ､ ｢ 世界革命の 先駆者とし て ロ
ー

マ 帝国の プ ロ レ タリ ア - ト｣ を描き ､ ｢ 封建主義的

社会秩序を公然と非難す る｣ よう に要求され､ そ の結果､ 作者 の意 に反し て ､ 作品は奴隷と反

乱者の側に立 っ た明確な政治的傾向を持たざるを得なくな っ た ｡ H e g e n は ､ 最終的に は シリ
ー

ズを断念すると い う形で ､ 抵抗の 意を表明した｡ ある い は､ ソ 連 の人工衛星ス プ ー ト ニ ク の打

ち上 げが 成功 し た時期 に は ､ 社会主義の 技術的優位 を賛美す る よう 要請さ れ ､ 主人公

D ig e d a g s も宇宙 に飛び出し､ 人間の 住む異星上 で ､ 冷戦下の 東西 ドイ ツ に よく似た政治状況

を体験す る こ と に な っ た｡ H e g e n の 意図と して は､ 主人公たちを宇宙空間に送り出す こ と に

よ っ て ､ サ イ エ ン ス フ ィ ク シ ョ ン とい う ｢ 政党幹部に はなじみ の な い｣ 形式を借用 して ､ 芸術

的な自由を最大限確保しようと したらし い ｡
1 9

東独 の もう
一

つ の 代表的な コ ミ ッ ク雑誌
"

A tz e
' '

(1 9 5 5 年 - 1 9 9 1 年) が､
-

話完結の政治的 コ ミ ッ ク を毎号に掲載し､ S E D / F DJ の イ デオ ロ ギ
ー

的要請に完全に 対応して いた こ とと比 べ ると､ H e g e n の 抵抗は際だ っ て い る ｡

著者 の L e ttk e m a n n と S c h ol z は ､ コ ミ ッ ク と い う メ デ ィ ア に対し て ､ 東独が ｢ あ めとむ ち｣

の 文化政策を取 っ て い た こ と も指摘 して い る ｡ S E D / F DJ は ､
西独と ア メ リ カ の コ ミ ッ ク を

｢ 資本主義的な低俗文学 ･ 扇動文学｣ と して 厳しく否定的に評価し､ 有害図書リ ス ト に載せ て

い た し､ 西側 コ ミ ッ ク の 所有 ･ 販売 に対 して 厳罰化の 方向を打ち出した こ ともあ っ た ｡
2 0

そ の

一

方 で ､ コ ミ ッ ク が青少年に熱狂的に迎えられた メデ ィ ア で ある ことから
､
か な り早 い段階で

自前の コ ミ ッ ク ( 吹き出しが な い場合に は､ 絵物語と呼ぶ方が適当で あるが) を制作し､ 政治

的プ ロ パ ガ ン ダや社会的キ ャ ンペ ー

ン ( 防火運動や衛生教育) の手段と して利用して い た ｡

本書を通読 して 明らか になる の は
､ 東独が､ 社会主義的な人格形成や階級の 敵に 対する闘い

を青少年に 呼びかけるため に
､
コ ミ ッ ク と い う通俗的な メ デ ィ ア に 関心を持ち ､

コ ミ ッ ク を い

か に道具化した か､ と い う点で ある ｡ そ れ と同時に ､ 社会主義的な動機付けをされた コ ミ ッ ク

で は読者に好まれず ､ 政治的メ ッ セ ー ジの伝達は失敗して い たと い う結果の指摘も重要で ある｡

表現の 自由を制限された東独 コ ミ ッ ク の歴史から学ぶ べ き こ とば多い と思われる ｡
L

21

4 ･ G a s s e r
,
C h r i s ti a n ( H g .) : M u t a n t e n . D i e 血 u t s c h s p r a c h t

'

g e C o m i c
- A v a n t g a r d b

`おr 9 0 e r J a h r e . K a t a l o
g
21 u r A u s s t e ll u n g

d e s N R W - F o r u m K u l t u r u n d

W i r t s c h a ft D ti s s e l d o r f . - O s t fi l d e r n - R u i t : H a tj e C a n t 2: 1 9 9 9 . 1 6 0 S .

本書は ､
9 0 年代 の ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドコ ミ ッ ク を紹介 した展覧会 (1 99 9 年 1 0 月 - 2 0 0 0 年 1

月) の 図録で ある ｡ こ の 展覧会で は､ ドイ ツ と ス イ ス で ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドコ ミ ッ ク をリ
ー ド

し て い る 1 3 名の 若手作家 (大半が 196 0 年代生 まれ) の作品が紹介され ､ 図録 に は作品の 図

版以外に ､ 各作家に つ い て の エ ッ セ イ や前衛 コ ミ ッ ク の 歴史に つ い て の 論文な ども収録さ れ

て い る ｡ こ の 13 名 は ､
ス イ ス の コ ミ ッ ク雑誌

"

S t r ap a z i n
"

( 1 9 8 4 年 - ) の 周辺 で活動 して い る

作家た ち で ある ｡

ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドとは既存の芸術観を越えようとす る革新運動で あり ､ テ
ー マ や表現技法

な ど多様な分野で なされ る新し い試みを指す｡ 9 0 年代 ドイ ツ と ス イ ス の コ ミ ッ ク に お い て ､

新世代の 作家た ちは､ 大胆な色遣い や自由関連な表現な ど､ 実験的な精神が溢れる作品に よ っ

て 注目された ｡ 本図録か らも分かる とおり､ 彼 らは コ ミ ッ ク だけを措い て い る の で はな い ｡

彼ら の 多くはプ ラ カ ー ドや本 の 表紙やイ ラ ス ト レ
ー

シ ョ ン も措き ､
シ ル ク ス クリ ー

ン を制作

し
､
イ ン ス ク レ -

シ ョ ン や オ ブジ ェ や ア ニ メ ー

シ ョ ン に も挑戦 して い る｡ 中に は ､ 舞台衣装

1 20 9 -
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や舞台背景をデザイ ンす る者 も いる し､ 大学 の教壇に立 っ て い る者も何人か い る｡ す な わち

好奇心 に満 ちあ ふ れた彼らは ､ 芸術ジ ャ ン ル の境界を軽 々 と飛び越 して ､
あ ら ゆる方向

.
1こ突

き進ん で い る よう に 見え る｡ 彼 らは コ ミ ッ ク作家と言う よりも､ ア
ー チ ス ト と呼 ぶ 方が適切

で あり､ コ ミ ッ ク は彼ら に と っ て芸術意図を表現する ため の
一

つ の 手段 に すぎな い と考えら

れる｡ こ の 辺り に本図録で彼らが M u t a n t e n ( 文化的な突然変異種) と呼ばれ て い る理由があ

ると思われる ｡ 彼 ら の ｢ 芸術性｣ は､ そ の 作品が コ ミ ッ ク フ ェ ス テ ィ バ ル だ け で はなく､ 本

展覧会を始め美術館や画廊で も展示され て い る こ とか ら､ す で に 社会的に 認知され て い ると

言 っ て 良 い だ ろう｡ ポ ッ プ カ ル チ ャ
ー と ともに 育 っ た彼ら は､ 今 や自身が ポ ッ プ カ ル チ ャ

ー

の 一

翼を担い ､ 日常文化の あらゆる分野の交差点に立 っ て活動 して い る｡

興味深い こ と に ､ ドイ ツ語圏の ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドコ ミ ッ ク は､ 東西両 ドイ ツ と ス イ ス で 同

時に 展開して い る ｡ ドイ ツ語圏にお ける文化的背景と して 編者の G a s s e r は ､ ドイ ツ表現主義

の文化的遺産と東独地域に おける視覚芸術の伝統を指摘 して い るが ､
2 2

ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド的な

傾向は ドイ ツ語圏の み ならず ､ 国際的に 同時期に 起こり､ ドイ ツ 語圏出身作家の 作品は ヨ
ー

ロ ッ パ の 他 の 国 々 や ア メ リカ で も出版され て い る ｡ こ の事実は､ 見方を変え ると ､ ドイ ツ語

圏の コ ミ ッ ク文化が歴史上初 めて 国際的に認知され た こ とを示 して い て ､ こ の意味で大変重

要な事実で ある｡

ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドの 作家た ちは､ コ ミ ッ ク が - イ レ ベ ル な芸術的表現形式に な る こ とを示

し､ ドイ ツ の コ ミ ッ ク文化を国際的に認知させた ｡ 本図録は､ 新 し い コ ミ ッ ク の 傾向を知る

ため の 格好の 手引きに な っ て い る｡

註

1 S a c k m a n n
,
E c k a rt ( H g .) : D e u l s ch e C o m i cf o r s ch u n g . B a n d 1(2 0 0 5) .

- H ild e s h e i m ‥ V e rl a g c o m i c pl u s ･ 2 0 0 4 ･

現在 ､ B a n d 3( 2 0 0 7) ま で 発行 され て い る｡

2 東 独の コ ミ ッ ク に つ い て は ､ G e r d L e t t k e m a n n が 執筆 し た｡ な お ､ 東独 最大 の 書評誌
"

D i e d eu t s ch e

L ite r a t u r z eit u n g
''

が 最初の 書評対象 と して 本書を取り上 げた こ と は ､ 特 筆 に値す る｡
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8 V gl ･ D o ll e
- W ei n k a u ff S ･ 14 f ･

9 D o ll e- W ei n k a u ff S . 2 1 .

10 M c C l o u d
,
S c o t t : U n d e r st a n di n g C o m i c 5 . T h e I n visibl e A rt .

- N o rt h a m p t o n 1 9 9 3 .

11 D o ll e- W ei n k a u ff S .
1 5 .

12 V gl . D o ll e- W ei n k a u ff S . 16 ･

13 V gl ･ D o ll e
- W ei n k a u ff S ･ 17 ･

14 拙論 ｢ 近年 の ドイ ツ に お け る コ ミ ッ ク論 ( 1)｣ ( 三 重大学人文学部文化学科紀要 『人文論叢』 2 2 号 ､

2 00 5 年) で も述 べ た と おり､ ドイ ツ で は
"

S up er m a n
''

を用 い て ､ ア メ リ カ社会 の 規範的な倫理観 を考究す

る 史的研究も行わ れ て い る｡

1 5 D olle- W ei n k a u ff S . 1 5 .

1 6 V g l . D o ll e - W ei n k a u ff S . 6 1 - 9 1 .

1 7 V g l ･ L et t k e m a n n /S c h o l z S . 2 6f .
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1 8 1 9 5 5 年か ら 1 9 7 5 年 に は
"

D ig ed a g s
"

が
､
1 9 7 6 年か ら現在 ま で は

"

A b r af a x e
"

が連 載さ れ て い る
｡

1 9 V gl . L e t t k e m a n n / S c h o lz S 1 3 0 ff .

2 0 東独 で ｢ コ ミ ッ ク｣ と い う用語 は公式 には 使用 さ れ なか っ た ｡

2 1 L e tt k e m a n n /S c h o l z S 11 1 には ､ R ic h a r d H a m b a c h
"

M a x ch e n Pjiq ig 5 A b e n t e u e r
"

(1 9 5 5 年) の 一

部が 引用

され てい る｡ そ こ で は主 人公の ドイ ツ人少年 M えⅩ c h e n と友人の ア フ リカ系少年 B a m b o が 犯人を追い か けて､

煙 突 の 中を登 る シ ー ンが措か れて い る｡ 二 人の 少年 は ｢ 石炭の よう に黒く｣ なり､ ｢ 誰が本 物の ニ グロ か ほと

ん ど区別 で きな い ｡｣ さ らに 二 人 は犯人を追い か けるが
､ 不器 用な B a m b o は蹴跨 い て ､

タ
ー

ル の 入 っ た樽 に

お尻か ら落 ち込ん で しまう ｡ この 場面 に は人種差別的な表現が認め られるが､ 著者 は残念なが らそれ に 言及 し

て い ない
｡

2 2 V gl . G a s s e r S . 8 ff .
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